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年を重ねるごとに老健施設とのご縁を強く
感じるとともに、熱い思いが溢れる。30年以
上前に出会った、いまは亡き恩師（当時の老
健施設の施設長）と、当時の多様な仲間、そ
して協会活動を通じて出会った多くの方々に感
謝の意を表します。

３年ぶりとなる全老健の全国大会が兵庫県
で開催された。感染症という見えない幾多の
ハードルを乗り越え、安全安心、そして活気あ
る大会を実現してくれたすべての関係者に深く
御礼申し上げます。

過去33回のなかで、特に私自身の思い出に
残る大会は、1990年に山梨県石和町（当時）
にて「寝たきりからの解放をめざして」をテー
マに開催された、第１回大会である。新卒ソー
シャルワーカーだった私は、周囲の助言・指導

のもと、老健施設の「退所支援と在宅支援の
課題」について発表した。

時代はめぐり、人の価値観や暮らしぶりは
大きく変わった。社会保障制度の変遷ととも
に、医療・介護・福祉サービスの多くも変容し
ている。しかしながら、老健施設の在宅支援
と利用者の尊厳に価値を置く姿とその存在は、
唯一無二でときを超えて変わりなく、より一層
強化されたといえる。

少子高齢・多死社会といわれるこの時代に、
老健施設は地域包括ケアの中核となり、支援
を必要とするすべての方々のいのちと生活をつ
なぎ、個々の自立・自律生活の実現と継続に向
け、多職種チーム・組織の総合力をもってお役
にたてると信じてやまない。
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